
３ 2023（令和５）年11月１日

　気温が下がるこれからの季節は、火気を扱う機会の増加や空気の乾燥で
火災が発生しやすくなります。外出時の火元の確認や、自宅の消防機器の
点検などで、火災から身を守りましょう。

火災から命を守る対策を

　

昨
年
、
全
国
で
は
３
万
６
千
件
以
上
の
火

災
が
発
生
し
ま
し
た
。
市
内
で
も
、
57
件
の

火
災
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
66
％
は
気
温
が
下

が
る
11
～
3
月
に
起
き
て
い
ま
す
。
火
災
は

暖
房
器
具
な
ど
火
気
の
使
い
方
や
機
器
の
点

検
な
ど
で
防
げ
る
も
の
も
あ
る
た
め
、
再
度

確
認
が
必
要
で
す
。

火
災
を
防
ぐ
た
め
に

　

建
物
火
災
の
主
な
原
因
は
、
こ
ん
ろ
・
ス

ト
ー
ブ
使
用
中
の
不
注
意
や
た
ば
こ
の
不
始

末
、
コ
ン
セ
ン
ト
な
ど
の
配
線
機
器
の
汚
れ

に
よ
る
出
火
で
す
。
未
然
に
防
ぐ
に
は
、
火

の
使
用
時
は
そ
ば
を
離
れ
な
い
、
火
元
の
近

く
に
燃
え
移
り
や
す
い
物
を
置
か
な
い
、
安

全
装
置
付
き
の
機
器
を
使
用
す
る
な
ど
の
対

策
が
大
切
で
す
（
左
欄
参
照
）。

　

予
防
課
の
水
井
直
人
消
防
副
士
長
は
「
自

分
は
大
丈
夫
と
い
う
心
の
油
断
や
不
注
意
が

大
き
な
事
故
に
つ
な
が
る
。
こ
の
機
会
に
、

日
頃
の
習
慣
・
行
動
を
見
直
し
、
防
火
意
識

を
高
め
て
ほ
し
い
」
と
話
し
ま
す
。

も
し
も
の
時
に
備
え
て

　

火
災
に
よ
る
死
亡
者
は
、
逃
げ
遅
れ
が
多

く
、
命
を
守
る
た
め
に
は
、
い
ち
早
く
火
災

の
発
生
を
知
る
こ
と
が
重
要
で
す
。
そ
の
た

め
、
２
０
１
１
年
に
は
住
宅
用
火
災
警
報
器

の
設
置
が
義
務
化
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
も
、

火
災
発
生
時
に
機
器
が
正
常
に
作
動
す
る
よ

う
、
定
期
的
な
清
掃
や
10
年
を
目
安
と
し
た

交
換
な
ど
を
呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。加
え
て
、

消
火
器
の
使
用
方
法
の
確
認
や
燃
え
広
が
り

に
く
い
防
炎
カ
ー
テ
ン
な
ど
の
使
用
も
火
災

の
備
え
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

11
月
９
～
15
日
は
、
秋
季
火
災
予
防
運
動

で
す
。
大
切
な
命
や
財
産
を
守
る
た
め
に
、

改
め
て
一
人
一
人
が
火
災
予
防
を
心
掛
け
ま

し
ょ
う
。

問
予
防
課
☎
223‒

９
３
７
１

11月9～15日は秋季火災予防運動

住宅地を巡回する消防車両

Zoom Up

問予防課☎223-9371

秋季火災予防運動

救急救命講習会
受講者募集

　いざという時に備えて、心肺蘇生
の手順や機器の使い方など救命活動
を学びませんか。

　「火を消して 不安を消して つ
なぐ未来」をスローガンに、予
防運動を実施します。

●啓発活動
　消防本部や消防署、消防団に
よる巡回広報や立ち入り検査な
どを実施します。
●サイレン吹

すいめい

鳴
　11月9日、7時に試験のため、
市内全域でサイレンを鳴らします。

火災予防のポイント
■習慣
 ・寝たばこは絶対にしない・させない
 ・ストーブの周りに燃えやすい物を置かない
 ・こんろの使用中はそばを離れない
 ・ コンセントやその周辺を清掃し、使わないプ

ラグは抜く
■対策
 ・ ストーブやこんろなどは安全装置が付いた機

器を使用
 ・ 住宅用火災警報器を定期的に点検し、10年を

目安に交換する
 ・ 部屋は整理整頓し、寝具や衣類、カーテンは

燃えにくい物を使用する
 ・ 消火器などを設置し、使い方を確認しておく
 ・避難経路・方法を確認する
 ・ 防火防災訓練への参加や戸別訪問による防火

指導など地域で対策に取り組む

問市ワクチン接種コールセンター☎0570-054-666

新型コロナワクチン
接種のお知らせ ※情報は10月19日時点

■個別接種
　《期間》2024年3月31日まで　　 《場所》市内約60医療機関
　《ワクチン》①12歳以上＝ファイザー・モデルナ
　　　　　　 ② 小児（5～11歳）＝ 小児用ファイザー・モデルナ（6～11歳）
　　　　　　 ③ 乳幼児（生後6カ月～4歳）＝乳幼児用ファイザー
■集団接種
　《期間》11月11日まで（週3日）　《場所》保健福祉センター
　《ワクチン》モデルナ
申いずれも接種券に同封するチラシや市HPに掲載。

令和５年秋開始接種
　初回接種を終え、最終接種日から3カ月経過した方を対
象にオミクロン株XBB.1.5に対応した1価ワクチンの接種
を実施しています。

詳細はこちら

初回接種
　オミクロン株XBB.1.5に対応した1価ワクチンの接種を実施しています。
　《接種場所》個別接種を実施する市内医療機関
　《ワクチン》①12歳以上＝ファイザー
　　　　　　 ②小児（5～11歳）＝小児ファイザー
　　　　　　 ③乳幼児（生後6カ月～4歳）＝乳幼児用ファイザー
※ 小児・乳幼児の初回・追加接種を実施する医療機関や日程は市HPで

確認してください

■応急手当普通救命講習会　
　《日にち》11月17日 
　《内容》応急手当ての重要性、自動体外式
　　　　 除細動器（AED）の取り扱いなど
　《対象》市内在住在勤在学の中学生以上30人
　《費用》無料

　いずれも9～12時。場所は消防本部。申11月1～9日に救急
救命課へ。抽選。

大切な命を守るために

■応急手当普及員再講習会　
　《日にち》12月9日 
　《内容》応急手当普及員の有効期限の更新や技能の維持・向上
　《対象》市内在住在勤在学で有効期限内の応急手当普及員30人
　《費用》3960円（テキスト代）

� 問救急救命課☎223-9365

　順次、個別接種が中心の体制に移行します。希望する方は個別接種
を検討してください。


